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新
年
度
に
あ
た
り

釧
路
支
部
長
　
佐
藤
　
借
洋

寒
い
釧
路
も
よ
う
や
く
外
で
活
動
が
出
来
る

季
奇
に
な
り
ま
し
た
｡
皆
さ
ん
の
体
粥
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
､
ご
自
愛
下
さ
い
｡

特
定
疾
患
と
し
て
裾
定
さ
れ
て
い
る
国
叫
疾

患
'
北
海
道
7
疾
患
の
患
者
数
は
北
海
道
で
8

万
数
千
人
､
内
釧
路
管
内
は
4
千
3
2
0
人
で

あ
り
ま
す
｡

(
財
)
北
海
道
群
病
連
に
加
盟
し
て
い
る
部

会
(
疾
患
別
患
者
会
)
は
3
0
あ
り
ま
す
が
､
ほ

と
ん
ど
の
部
会
の
本
部
は
札
幌
市
に
あ
り
'
会

見
同
士
の
交
流
の
魂
は
札
幌
で
､
広
い
北
海
道

で
は
､
地
方
の
会
見
は
な
か
な
か
参
加
し
う
ら

い
状
況
に
あ
り
ま
す
｡

各
部
会
で
発
行
の
機
関
藩
な
ど
に
よ
り
､
地

方
に
い
て
も
あ
る
程
度
の
情
報
は
入
っ
て
き
ま

す
が
や
は
り
､
同
じ
疾
病
の
患
者
同
士
が
直
接

会
っ
て
循
し
合
う
こ
と
は
'
病
気
を
知
り
'
自

分
を
知
り
'
病
気
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
大
事
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
｡

私
は
'
釧
路
･
根
室
地
域
に
3
0
部
会
の
全
て

の
地
区
支
部
が
結
成
さ
れ
､
そ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ

の
'
会
員
が
集
え
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と
思

っ
て
お
り
､
現
在
ま
で
'
そ
の
こ
と
に
力
を
尽

く
し
て
お
り
ま
す
｡
昨
年
度
ま
で
1
5
の
部
会
支

部
が
結
成
さ
れ
て
お
り
､
今
年
度
は
4
つ
の
新

都
会
支
部
の
結
成
を
日
額
と
し
て
お
り
ま
す
｡

昨
年
相
月
の
　
r
釧
路
支
部
結
成
2
0
周
年
の
集

い
｣
に
は
多
数
の
方
々
の
御
出
席
を
頂
き
'
無

事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

こ
の
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
'
心
掛
け
た
事

は
､
質
素
に
､
お
金
を
か
け
な
い
こ
と
で
す
｡

そ
の
結
果
､
こ
の
草
葉
の
た
め
の
寄
付
は
一
切

頂
か
な
い
で
､
釧
路
支
部
年
度
予
算
と
､
前
年

度
ま
で
の
､
少
額
な
積
立
金
で
ま
か
な
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
｡

私
達
患
者
会
の
財
源
は
国
･
道
･
市
町
村
よ

り
の
助
成
金
､
会
員
の
会
費
､
一
般
の
寄
付
金
､

バ
ザ
ー
等
の
資
金
獲
得
活
動
な
ど
で
成
り
立
っ

て
お
り
､
今
回
の
様
な
事
業
に
'
華
美
に
多
く

の
お
金
を
か
け
る
必
要
は
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
｡今
年
の
4
月
よ
り
'
介
善
保
険
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
.
色
々
な
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
'
実

際
実
施
し
て
か
ら
で
な
い
と
解
ら
な
い
こ
と
が

多
く
､
私
達
耗
病
患
者
･
障
尊
者
は
こ
れ
か
ら

の
1
年
間
色
々
な
体
験
を
し
な
が
ら
､
そ
の
体

吸
に
基
づ
き
閉
居
点
見
直
し
の
要
望
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
｡

難
病
患
者
も
､
高
齢
者
も
'
時
事
者
も
､
そ

し
て
そ
の
家
族
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
作

り
の
ひ
と
つ
と
し
て
'
介
護
保
険
が
機
能
す
る

こ
と
が
理
想
で
あ
り
ま
す
｡

+
蓋
執

り
自
立
事
業
セ
ン
タ
ー
｢
さ
わ
や
か
釧
路
｣

平
成
_
 
0
年
6
月
2
1
日
耗
病
連
と
釧
路
地
方

腎
友
会
の
共
同
で
#
病
患
者
･
陣
審
着
の
鉄

労
の
*
と
し
て
設
立
'
平
成
‖
年
4
月
1
日

に
北
海
道
､
釧
路
市
よ
り
小
規
模
共
同
作
業

所
と
し
て
私
め
て
い
た
だ
き
'
運
営
費
の
助

成
金
を
い
た
だ
く
｡
現
在
､
職
員
3
名
､
登

錬
会
員
1
4
名
'
頓
網
に
運
営

か
通
院
介
護
支
壊
セ
ン
タ
ーr
さ
わ
や
か
通
院
介
護
)

平
成
‖
年
6
月
1
日
難
病
連
と
釧
路
地
方

腎
友
会
の
共
同
で
､
難
病
患
者
･
障
害
者
で

自
動
車
で
な
け
れ
ば
通
院
が
困
難
な
人
の
通

院
送
迎
の
た
め
役
立
､
利
用
会
員
目
名
､
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
加
名
と
1
団
体
(
内
患
者
本
人

1
0
名
)

平
成
‖
年
度
送
迎
実
親
(
美
質
8
ケ
月
)
延

べ
6
3
4
回
　
(
月
平
均
1
0
6
回
)
　
順
詞
に

運
営

主
な
対
外
的
活
動

･
釧
路
地
域
保
健
医
療
頼
祉
推
進
協
盤
会

(
所
管
　
釧
路
保
健
所
)
委
員

･
釧
路
市
障
害
者
施
策
推
進
協
蔑
会

(
所
管
　
釧
路
市
保
俸
福
祉
部
)
委
員

･
釧
路
市
介
護
保
険
事
業
計
画策
定
市
民
委
員
会

(
所
管
　
釧
路
市
保
健
福
祉
部
)
委
員



も:=ジバ

日　時:平成12年7月30日(日)

所: ■政市国藤交流センター

障事を持つ方々､ボランティア､福祉関係者等と-掛こ作り上げるふれあいの広
です.私達は､コーヒー､ジュースの横瀬店をやります｡

財波蝕保の為に会見の皆様のご協力･お手伝いなどが必衰となりますので･よろし

●

●

KUsIR｡霧フェスティ′くル
日　時:平成12年7月15 (土)､ 16日(日)

病連釧路支部のテントでは､

年もr寺島祉バザーをJI出店Il

節: ■蕗市国難交沈センタ一

隅祉バザー』出店日は15日(土)､ 16日(日) 9時～16時位まで
～　お気軽にご来店下さいく^_A)V　～

_^ザ-の品々のご協力をお願いします
家庭での不要品､衣料品､本､おもちゃ等々､何でも結構です｡
*お問い合わせは- -『さわやか釧路』 25-2012

又は各蔀会幹事さんまで

病患者･障尊者と家族の全道集会(Fi_こだて)
2000年(平成12年) 8月5日(土)歓迎レセプション

6日(日)分科会

全体集会

日　時

節;菌館市絶合福祉センタ-他

書芸官署(土)　道内各地から′<スで→5-6つのホテルに宿泊-
函館国際ホテルで歓迎レセプション

7日(日)午前中　26分科会-午後　給合福祉センターで
全体集会｢一一帰るバス

｣→オプショナルツアーのバスは静ノ

川温泉､夕食の後爾館山夜景観光､
8日(月)帰り

参加申し込み
･ 6月15日までにお申し込み下さい｡

お間い合わせ
各部会･支部事務局､ 又は北海道難病連へ

`血011-512-3233

∵it



別姓市知的感奮春海敷金
地域共l司作業所　rひ-I3:るJ

代養　e)名静　章子

(北寿宙難病垂釧路壱静監事･ I)､壕会役員)

32-e)弓弓`フ

車車
今まご依､養育義橿撃殺卒耗砲

企蔦G:就態ごまこいた人も不況0)

ため､新卒毛応内払､鼓せしこい
た人手ごりストラとれ､瀬も熊っ

こしまいましモ≧●

新書士　R38%　軍mヰ

幼年市知的感奮看破教会(藤臣　ガつ等会長) 0)

理事ご毛布も窃◎tht?ガ､咋蕉所O)辞蛍尋吊とな

り､ N白市起ちご甘く場所もつくろうL P　と一軒固

港L rひ-a:るJ 〝誕生しまし缶｡

ミ萎垂:号

おJ#い! .I

不才のオーブンレンジが

ありましたらおt昏下さい.

葺汝先　rぴ-ぶるlま

｢ぴ-ぶる｣の中は

こんなふうです

麻雀も蘇とく市井･麻ひもも安食つつま亡Q)春作洋右e!

主を-T,_GIiFS

F7噌0-金噌00)FIMq ; 10-Pnつい00

季弓重き=こき
今年高専養護学校を卒業した相田君と､在宅だった西内君の2名と､お母さん連で動き出しま

した｡皆さんのご好意､ご協力を心から感耕しております｡地域の方々にも温かく見守ってTRき､

盆踊りなどの町内会活動にも事加していきたいと患っています｡

是非､皆さんもお気軽に遊びにいらして下さい｡

妨静取材も給うこ･ ･

カメラ噂傘ご示L'やましたC)a: ･ ･ ･一生帝帝甘いこい各彼らの宅も8るO)も布っガ

り忘れ､咋常体革G:夢中G:なっこしまった私ご奇. (咋≠蟻鈷4粧しガっ乏～).スペー

ス的G:毛発襟〝あり､亡こも鯛香い帝亀をご､窃合とh虚o)も蕎〝伝わっこままLZt.

西内崇､混む善(ちdSつe二やケぢ〝ち)バイ/YイLこくれこあり方亡うL i

JL

●

●
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財
団
法
人
　
北
海
道
牡
病
連
は
疾
病
別
の
患
者
会
(
琳
会
)
が
3
0
あ
り
ま
す
｡
釧
路
地
域
で
は
､
現
在
1
5
の
琳

会
が
あ
り
､
そ
れ
ぞ
れ
特
鞍
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

新
年
度
に
あ
た
り
､
部
会
の
活
動
の
様
子
を
特
集
し
ま
し
た
｡

①
代
表
者
又
は
･
事
務
局
長
　
②
釧
路
地
域
で
の
会
員
数
　
③
活
動
内
容
　
④
今
後
の
予
定

¢
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
鳩
舎

北
濃
遭
支
離
触
踏
分
会

①
祐
横
　
国
明
(
代
)

②
3
5
名

⑧
給
金
､
毎
月
の
例
会
'
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
年
2
回

⑥
6
月
に
交
流
･
親
睦
を
目
的
と
し
て
野
遊

会
(
春
採
公
園
を
予
定
)

◇
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

北
濃
遭
支
離
鯛
鶴
分
会
釧
路
濃
縮
会

①
今
野
　
悦
夫
(
代
)
　
岩
崎
　
洋
子
(
辛
)

②
4
5
名

③
稔
会
'
勉
強
会
､
虎
行
会
(
l
泊
又
は
日

冊
り
)
､
ク
リ
ス
マ
ス
会

④
勉
強
会
(
7
月
予
定
､
耕
肺
未
定
)

◇
金
償
渉
凍
東
女
の
重

光
兎
嘗
翁
銀
捗
地
区
襲
港
食

①
鈴
木
　
裕
子
(
代
)

②
1
6
名

③
交
流
会
･
医
療
辞
涙
金
･
相
散
会
･
通
倍

発
行
年
3
回
･
井
病
連
行
事
参
加

④
6
月
日
日
(
日
)
1
時
3
0
-
保
健
士
(
柿
)

さ
ん
を
招
い
て
の
交
流
会
'
相
蔽
会

◇
全
色
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

北
海
遭
支
離
鎖
鶴
ブ
E
t
ツ
ク

①
久
本
　
定
吉
(
辛
)

②
糾
名

③
交
流
会
年
2
-
3
回
'
勉
強
会
､
税
関
誌

r
さ
く
ら
草
｣
　
発
行

④
野
遊
会

●

◇
北
養
遺
構
本
欄
友
の
会朝
港
地
区
連
絡
会

①
内
山
　
由
井
子
(
代
)
飽
泉
　
敏
子
(
辛
)

②
今
年
度
3
9
名

③
茶
拝
金
年
3
-
4
回
･
歓
､
釧
路
無
病
連

と
合
同
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
･
小
旅
行
2

回
程
度
(
今
後
も
予
定
)
･
1
2
月
､
ク
リ

ス
マ
ス
会
(
出
来
な
い
と
き
は
新
年
会
)

⑥
未
定
(
6
月
決
定
予
定
)

◇
北
港
落
後
雅
称
*
骨
髄
液
友
の
会
鎖
膿
文
飾

①
米
本
　
三
朗
(
代
)

②
川
名

③
医
療
兼
済
会
'
釧
榛
支
部
結
成
捨
会

㊨
第
1
回
稔
会

●



○
北
*
逢
多
発
性
硬
化
症
友
の
会

併
収
地
区
連
絡
会

①
細
川
　
弥
生
　
(
代
)

②
8
名

③
茶
常
会
'
学
習
会
　
(
医
療
餅
済
会
)

⑳
茶
話
会
　
(
6
月
末
)
､
学
習
会
　
(
9
月
中

旬
)

◇
北
斗
護
肝
炎
友
の
会
　
蛾
枚
肝
東
金

①
小
乗
　
恒
穂
(
代
)

②
2
0
9
名
(
4
月
束
現
在
)
　
③
釧
路
･
牧

童
管
内
肝
ガ
ン
検
診
､
総
会
､
温
泉
地

へ

一

泊

④
8
月
_
9
日
　
(
土
)
　
釧
路
福
祉
会
館
に
て
釧

路
･
根
室
管
内
肝
ガ
ン
検
診

◇
北
馬
漣
腎
臓
病
患
者
凍
結
協
議
金

銅
蕗
地
方
官
友
金

①
掛
札
　
聖
　
(
代
)

栗
山
　
尚
倫
　
(
辛
)

②
3
4
3
名

③
総
会
'
定
期
会
合
､
舟
券
移
植
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
､
釧
路
市
偉
康
ま
つ
り
､
道
東
6

地
区
交
流
会
'
日
頻
り
レ
ク
､
新
年
会

他
④
麟
券
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
､
釧
路
市
健
康

ま

つ

り

､

日

帰

り

レ

ク

●
◇
全
色
二
分
脊
椎
痘
児
八
着
)
香

守
る
会
執
務
地
区
連
絡
会

①
石
戸
谷
　
鼻
(
代
)

②
目
名

③
交
流
会
年
2
-
3
回

⑥
特
に
な
し

◇
北
海
立
小
積
金
俳
港
地
区
連
絡
会

′
(
ダ
ウ
ン
痕
鬼
八
着
)
親
の
金
)

①
阿
部
　
宏
幸
(
代
)
市
村
　
由
紀
子
八
草
)

②
仙
家
族

③
ダ
ウ
ン
症
児
(
者
)
　
の
福
祉
向
上
と
社
会

的
自
立
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
'

ダ
ウ
ン
症
候
群
児
･
者
の
相
蔽
'
相
互

扶
助
や
関
係
機
関
･
団
体
と
の
連
絡
及

び
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
会
員
相
互
の
情
報
交
換
と
し
て
会

報
　
｢
の
ぴ
る
｣
　
を
発
行
'
定
例
の
集
ま

り
と
し
て
年
3
回
の
行
事
と
子
供
の
年

齢
別
の
親
の
集
ま
り
を
開
催
し
て
い
ま

す
｡

⑥
5
月
絶
会
､
8
月
～
9
月
夏
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
､
9
月
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
､
)
2

月
ク
リ
ス
マ
ス
会
､
他
　
(
年
齢
別
茶
話

会
､
施
役
見
学
､
ミ
ニ
講
話
会
～
実
施

日
未
定
)

●◇
北
海
並
べ
I
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会
鋼
橿
支
離

①
尾
崎
　
友
子
(
辛
)

②
餌
名

③
親
睦
交
流
会

④
医
療
杜
演
会
な
ど
も
出
来
れ
ば
と
思
い
ま

す

◇
日
本
て
ん
か
ん
協
金
光
海
溝
支
沸
立
末
分
会

①
佐
藤
　
患
堆
(
辛
)

②
仙
名

③
啓
蒙
活
動
､
交
流
会
'
学
習
会
(
V
T
R

及
び
離
演
会
に
よ
る
)
､
役
員
会
･
世
話
4

人
会

④
交
流
会
と
親
睦
会
活
動
'
秋
の
諌
涙
金
を

中
心
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
｡

◇
全
軍
筋
無
力
症
友
の
会

北
海
速
ま
琳
鋪
港
地
区
連
破
金

①
南
洋
　
道
男
(
代
)

②
8
名

③
4
-
5
月
給
金
､
6
-
7
月
会
見
親
睦
会
､

1
0
月
餅
涙
金
な
ど
企
画
し
た
活
動

④
6
月
1
0
日
会
員
親
睦
会
(
｢
な
ご
や
か
亭
｣

に
て
)
　
を
予
定
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昨年6月1日に開設しました､難病連･腎友会共同の通院介凄支壌センター
｢さわやか通院介乱につきましては､昨年1 1月30日まで事故もなく､順

即こ活動することが出来ました(活動状況は下取の通り)｡
今年も4月1日より､再押しておりますが､難病連各部会会見の方々で通院
することが困難で､通院介護を必事とされる会見がおりましたら･是非申し出
てください｡

◎通暁介姓支援センターrさわやか遺院介護｣の概要

く開始年月日) 1999年6月1日

く暮兼主件)　北海道搬病連称胤支奇.釧路地方腎友金

●‡…施主体'適齢護支鎌センタ~ rさわやか通焼畑｣営)　rさわやか通院介確J運営委JL会

食A構成一難頼蓮5名､釧路地方甲衣食7名

くサービス内容)　自動車による通暁詞畿な透析点者等難病点者の通院介助

く利用対象者)原則として釧路市内及び銅蕗町(一琳)在位の.自動車でなければ
通暁が困難な透析点者等難点点者(利用会A)

く送迎担当者)ボランティア.自家用車の捷俄と事故時に白曲責､任意保故を使用
する事への7乗が必要

く会　費　負担)　利用会A:年金義800円､賛助金A:1ロ1, 000円

利用者は1回(片道)　3km以内: 800円

3km追え: 500円　の連行寄付

く事　務　所)　自立亭集センターrさわやか釧軌に併放

くス　タ　ッ　フ)　常勤コーディネーター1名,非常勤2名

く車爾)ボランテイアの自家用皐

●'(芸　霊三雲言芸芸霊芸ふ苧芸芸言霊窒誓協助成金
く利用実績/月)
平成11年 

月 凉駅��)�B�(丑鴨書戴) �7ｸ8�986X4(4�ｷ��(登卑奇数) ��xﾇﾘﾙ��B�

6 ����14 ����18 都��

7 ����14 ��B�18 ���B�

8 湯�14 ��b�1○ 塔��

9 湯�13 ����23 ��#��

10 唐�ll ��r�24 ��#��

ll 途�10 ��r�24 �����

合計 田��78 涛"�128 田3B�

く申　込　先)　〒085-0005　釧路市松浦町9-20

通暁介姓支援センターrさわやか通院介護J
TB　26-2012　　　Fax　25-2042
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通院介護サービス利用会員登線申請書
※　太枠の中をご記入下さい

胡査 ��

登録No. ��E可,;==l 

利用者 �-8.�*ｨ,����kﾂ� 剪j 女 ��iD霾�?｢�明.大.暗 年月日歳 

任所 ��剴d話 FAX ��

病院名 所.電 白�

素魚連絡先 倩�kﾂ� 剪j 女 �8�� 

住所 ��剴d話 FAX ��

利用日的 ��

世帯状況 ��籐�ﾉ^�.x+S%�iWy?��ﾉ^�.x+S2�+ｸ,ﾉ�ﾂｒ�

身体状況 ��靼)~�"饋�ﾗ8ﾚ)>�2韋ｹ|ﾘｫ(馗B�+ｸ,ﾉ�ﾂｒ�

身畔手軽 ��x尸kﾂ�ｸ��俾��霓�*ﾘ,ﾉ&��ﾒ欝ｸ+一��霓�*ﾘ,ﾉ?ｨ�Z�/�*飲�*ｸ*ﾘ+�+8*"��

陣宰名 顔 

釧l好協 井病連会見 �,ﾘ*"�*(*(*b�

備考 (所属患者会又は､疾病名) 

_烏_



特定疾患医療受稔音数(平成12年3月31日現在)

暮号 萌Bikﾂ�鳥��爾�����#t"�■ヰIT 肌H���"�浜中町 白､稗�千 �ﾘ馼自�R�舶村 僮(��'"�tll■ー 

I 肇ﾂﾘ6�4x686x示ﾂ���14 肇2�S �"�7 唐�3 �"� 免ﾂ�I 

2 ��ﾄｧGGH�｢���_.泌 ��r� ��1 �� ��� 迭�1 

3 筈ﾉ�hﾔH��|ﾖF��ｲ���:壷 �#2�3 ��� 白�2 ��� 白� 

+ ����ttJ 都r�10 唐�3 ����I 侘2� 白�1 

5 �5�8(92���■漉 綿爾� ��� �� ��ｲ� ��� 

○ 傚��iW4､ﾇExﾈﾂ���=誠 ��ｳr�2 ���2 �2�I ��2 �"� 

7 ����二.妊 �ｨ爾�8 �2�2 迭�2 �2� 白� 

a 册h馼9��ｸ��､��ﾈｷR���:ii二 ��ﾂ� �� �"�2 ��� �� 

○ ���� �3��a ��2 ���2 �"�1 �"� 

10 暢鯖�(ﾈﾈ揵'x晳�ｲｨuD����=:-ih. 塔"�I 途�1 �2�3 �2�1 白�2 

1ー ��･GDT､ﾄﾄ､綿�����三=潅 烹� �� �� �� �� 

12 又ﾃI'tｧB���一一 ��ｸ�ﾂ�1& 白�1 �"�5 ���2 �｢�2 

13 ��Y$筈�?ｩ�R���-お �ｩ)｢�3 �"�1 ��I �� ��� 

1一 �7(8h8ｸ4ｲﾖ����i滋 �ｦ��I �2�2 �2�● ��� �2� 

18 們�����_:I.i ��ﾂ�1 ��� ��� �� �� 

14 ��ｨ揵u"ｧE4､R���+i �｣"�I 途�1 釘�2 �"� ��� 

1ー �4�8ﾘ�ｲ�98�����::,43 呈辻�1 �"� 唐�I �� ���� 

1■ 儂�処�ｬﾈ个┴ｷXｬﾈ个����-:=.I;壷 �� �� �� �� �� 

1- 竸冢x��ｨ8ｦﾇ"�7ﾘ6����:J* ��� �"� ��1 �� �� 

之0 箔�ﾘ4ﾈ985ﾈ98馭ﾂ���t■■ ��#2�ー1 ��"�3 免ﾂ�5 白�3 途�3 

21 �4�7�8ﾘ486ぺ5h5����'.1■i �"� �� ��1 白� �� 

22 傚�､ﾇDﾉ^幽峭B���≧:■_~誠 牝��2 白� 白�I �� �2� 

23 ���� �� �� �� �� �� 

2一 �4X44､ﾂ�$���]�^�����へ三㌔5if ��2�I ��I ��� �� ��� 

14 �4X唏5�6�ｨﾜFf����::pf ��� �� �� �� �� 

it �(x鯖�ﾉ�8ﾔﾈｷR��� 綿�ﾂ� ��ｲ�2 ���2 ��1 ��� 

27 �5h8842萃tﾇ(4ｸ自5��2��� ���ﾒ� �� �� �� �� 

LI 檀ｷY�Y5�R����ﾈ��C�ｺ曝���ﾈ爾��� �� �� �� �� �� 

29 牝ﾄ�DﾇH�����I;■=J:⊇Ji ��� �� �� �� �� 

3○ 儘ﾄ豫8xﾄ縫ﾂ��� �� �� �� �� �� 

31 肌BｧDﾄ､ﾄer｢��� 鼎"�3 唐�1 ��� ��� ���1 
:托 竸宥GGD､������ 亦�2� �� �� �� �� 

33 �,�����ｦ⑨��ｴﾂ���_;i也 �32�2 �"� �"� ���1 �� 

34 筈ﾉ4鳥�R���∴コ盛 湯� ��ー ��� ��� �� 

1■ 幡ﾉ&駘biW9�8ｷX帚��� ��鵑�� �� �� �� �� 

34 挑I����ﾃ�������� �#��3 白�ー ��3 �� ���1 

r一 牝筈宥BｧFB��� 涛B�I ��1 �"�2 ��I �"�1 

I- ���� 亦簫� �� �� �� �� 

39 肌)'vDﾄRb��� �� 白� �� �� �� 

一〇 長D､ﾄ､ﾄ､ﾇB��� 宥B� �� ���ー �� �� 

41 汎､ﾇD蹠I7������ 褒Bﾒ� �� �� �� �� 

一2 肌ｸ686x4ﾅH8ｩ'r��� 冢rﾒ� �� �� �� �� 

一4 ��)ZInx梍$｢ｴ､ﾉN�5���� 迄7�6ｦﾂ� �� �� �� �� 

一一 �7EH7X8ｨ耳示ﾂ��� 唐ﾒﾒ� �� �� �� �� 

･.:′二 鐙�������皦�)����ﾓｴ辻ﾃ｣｢����_3* 唸�B鶫wﾒﾕ��シ._破.I/ ��7�����+�ﾒ�…し._.醸‥1 倅�ｨ�Cﾙ?�u#ｨ���ﾈ������I:_嘘二■:■= �?�������+�,ｳ｢�二≦■.二1年-■■- 蔦｢苒霄���菘ｲ�LiJi=p二一= 

一ZS ���茯*ﾘ��jﾈ/�#ﾂ����◆ 舶�)nr�■■ �ｩ)｢�30 塔"�ll ����8 都"�25 

一一 �ｨ�(��i������ 傚�����I �"� 白� �� �｢� 

一丁 ����h示ﾂ���-:t血 都cr�83 �｣��17 �ｨ爾�I- �(�ｲ�I �ｨ���12 

一与 岬T､ﾉ�ｸ�､､ﾂ��� 白ｴ�� ��� �� �� �� 

一B 彫､ﾇGH������� 侈ﾂﾅ��r�3 ��� �"�2 �� ��� 

SZ) ���� ��y?��ｳ���2 �� �� ��� �� 

8一 �5h4h�ｸ4�8ﾈ98示ﾂ���≡:■ー ��ｸ渧��ﾖﾆC��7 �"�1 �2�8 迭�2 �2� 

㍗:.:'li=/如触軒::=.二=;:.;≡;≡ � ��≡.確.車* ���?���菘ﾒ謨�棈���R�一二⊇■_I.*::-㌻≡ 俣ﾘ��蔗�?���w����i?��･≡∴~,f単一 鳥�Θ討�;■∴=凍:∴: 陶?�?��h.�ﾙ?�苴｢�二､.-1ヰ一三; 倅����茜�?��

一2 芳ﾃ4X示ﾂ��� �"� �� �� �� ��トl 

薄幸軸*=宗苓二三 �� 緬$�vﾆﾂ�fIi.堰-I;_ 帝m��9�?������1.≡率≡:=i ���ﾓｩzf����蓮;:鍵■≡ 痛~ﾈｮvﾃｲ�薮単i tIItl壬 佇�"�0日1ーFlJ 
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治療研究対象疾患における珍凍科

SJ J+ 俯隲9kﾂ異�鯖^(�馼ｼb��砂虎科 鍛�鮑ﾘb�ま息名(道単独事業) 調ｩ6ﾂ�

01 �7��ｸ6�4h6(6yV��眼内皮fr(歯) ��"��R�下垂体機能辞書 �｢�>�､��

02 ��ﾙ���ｸﾖH嶌��内神内股(泌尿) 

03 偬H�ｽ洩9|ﾘ��内神内(浪) 

04 ��9�y�ｸ4x8ｨ6X7ﾘ6x耳耳6h5��内皮片(甘) 刳i本病 

05 �5�8(92�内神内限(歯) 

06 俐I�iW9|y�ｹV霾ﾂ��ﾈ���R�内血練(肯眼) ��b�tB本病 �>�､��

07 08 �5H8ｸ5(486べ�5��縞ﾉﾙxｩ�ｹ,��H嶌ｷR�内呼吸皮Jr(限) 内秤内 ����無給性肝炎 �>���嶌､����

09 凉�淤�:INtｧ(ﾔH乖ｷ�-��ﾘ�"�内神内皮N(甘) 

10 �<��y�ｸﾈﾈ抦ｧｩFx晴ﾉ(閇L�V��内血液(甘眼) 免ﾂ��2��r�突発性鵬 書 容血仕手血 俾栄9�ﾂ�>�､��>�ﾈﾈ��

ll �(X�ﾉ�ｸﾈﾉjﾈ�ﾊﾈ个�内血液神内皮書 

12 �$��ｹ�X�个�内消化虻田(外) 

13 ��Y:駛ﾈ乖�ﾏ8ﾅ��内血管外 

14 �7(8X8ｸ4ｸ�ｹV��内外 

16 �5i,俐��皮書 

16 �$傅ﾄ)¥�ｨ��腰神内(限泌尿) 

17 �4�8ﾘ�ｸ99[��消化征門 

18 幡H�ｬﾈ个�消化柵神 ����#"�#B�#��桝小●糊生Jt書丘 珠柵帯サ化症 �>��¥�ﾆ����YD��

19 ��t'�ｮ�8ｨ4X7ﾘ6��神内(眼) 

20 �7��ｸ4ﾈ985ﾈ99V��神内 

21 ��消化 

22 23 ��ﾙGiGxﾙﾈ嶌��6�986�986x98�ｨ碧V����斗ヰ #f～## 

24 25 28 �4�488ｨ5�:駛ﾉ<�¥(ﾜxｮ��4�4x5�6壷>�皐鉅��<��y�8ｽ蔭r�磨 ■内(帆) 内心Jk 刄Vューグレy庇蕪辞 特赦心広症 �>�餾$X黷�>�-荐ｲ�

27 �5h8842�6�8ﾂﾘ4ｸ�ﾏ8ﾅ��内神内JF(眼) �#r�#拾健肝炎 �>���嶌､����

28 儷ﾉNy�YV���皮 �#��妊拾牲肝炎 �>���嶌､�ｷ｢��

29 ���ｮ��ｸｪ8ｧ��皮 �#��発給性肝炎 �>�ｨｨ嶌､�神��

30 儘ﾉLﾙ,�5�,��t串良 �3��井治世肝炎 �>���嶌､�ｮ���

31 32 兌價ﾙ�ｹ>(��D8+x峇���xｷﾙ�ｹG�｢�内鞘化 内消化 �3"�#沿性肝炎 �>��嶌､�ﾌ���

33 34 35 36 ��I�Y�Y&idx+��ﾚﾉ��ｩ�yLｸﾘxｭｸ鯖[��i 内 内 内呼吸 �3B�3��JE治世肝炎 �>���嶌､�ﾌ���>�ﾌHｷ｢�

原離免疫不全症候群 特身性Fq官位肺炎 粥鹿色兼変性症 劍ﾔIu�:��x見G�｢�

37 剿ｺ 

38 �4�8�48687H�h8ｸ6r�8H5(7Y[��潜神内相神眼 

39 侏IJﾙ�ｹG畏(ﾈﾈ�8��内呼吸初耳 

40 ���ﾉ'x��神内皮瀬帝 

99 ��i5i�ｸﾈﾈﾖHｻhﾌX宿�����9��内歯 

※原則としての例示であり､この他の妙義糾こついても私められる余地があるが､その甘合には

医師の意見書及びレセプトの写しを浸出の上.査定すること｡

※括弧書きの診載糾こついては医師の意見書及びレセプトの写しを添付して輔求することD
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(財)北海道断連

平成1 2服朝敵支部事業･湖計画書
期間　自:平成12年4月　1日

室:平成13年3月31日

活動内容 佇�?｢�会場 冰ﾉ.��B�傭 

1.金濃く政見会) 

第-回茸嘗萎鼻金 滴ﾈ��9?｢�身障者センター �#Ykﾂ� 

好一回幹事会 塗ﾈ��～ ��Ykﾂ� 

革二回運営委貴会 度ﾈ��〟 �#�kﾂ� 

三役会 度ﾈ��〟 的kﾂ� 

第二回幹事会 祷ﾈ��一■■ ��Ykﾂ� 

芽三回運営委鼻会 ���ﾈ��〟 �#�kﾂ� 

三役会 ���ﾈ��〟 的kﾂ� 

第三回幹事会 ��ﾈ��■l ��Ykﾂ� 

2.機関法先行 

なんれんくしろ29司 店ﾈ��さわやか幼蕗 塔S��� 

･30旬 祷ﾈ��〟 塔S�YB� 

〝31旬 ��ﾈ��′■ 塔S��� 

3.着帯卦(研修会､交流会､その他) 

ふれあい広壌 塗ﾈ��l雅文土センター ���kﾂ� 

霧フェスティバル 度ﾈ��■l ��Ykﾂ� 

鮪胤■軒､貞盛蛤 嶋ﾈ��面輯 免���� 

舛板地区合同レク 祷ﾈ��阿寒支串 �#�kﾂ� 

くしろし僧わ書 ���ﾈ��未定 妬kﾂ� 

庇肺医療簾浪会 祷ﾈ��福祉金銀′ �3�kﾂ� 

柑ホ脚 ���ﾈ��神社会せ �3�kﾂ� 

道東地区役鼻研修会 ��ﾈ��十勝支串 免���� 

釧路支窃新年交流会 �(ﾈ��未定 鼎�kﾂ� 

4.その他 

1)鋼港市､朝港町､-の要望書連出(2)募金箱の改置 

3)各寄金会見､協力金鼻の拡大､PR(4)点者相萩業者 

自立事業センターrさわやか鎖賂J.の運営 

逮院介離支汝センターはわやか遭旋介離Jの運営 

∴i･iL
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財団法人北海道難病連

法人第１０期

釧路支部役員名
ぐ

i'I,'｢

期間／２０００年４月１日～2001年３月３１日

1)難病達

役職名

�氏名

�所属部会

�住所

�霊話

探廳

�佑羞僕達

�道警協

肆譜晶

�小蔓惜魏

�肝炎友の会

騨譜臓

�達観ihze^

�諸夏癩_友ＪＬ会
２）支那

・

,●

�・恍職li

�氏名

��所属邪教

���任所

�電話

�支鈴長

�佐盲信洋

��逼腎ー
� � � � ＿ _

�劃害銘易

�血Ｓ格差

��肝炎友の隻
�//

�蜃峻淳早

��リウマチ友の会

�BflTET-ll

�^≪lj＼＼2Sこl:.

��膠黒鯛反の會

�Ｘ賢愚次･掲

�鳳Ｓ友子

��ベーチェット鋼

�幹事

�石井彰

��バージャー柄友の会

�幹事

�諸種国朗
����ia周4jl八ni;１贋-

�f/

�太

�t■!聴吊

�リウマチ友の会
�//

�鈴木裕子

��膠原胴瓦の翁
�≪

�復路温習

��ベーチェット偶
�//

�内山由會早

��橋本病友の会
�y/

�ａ太ま安

��パーキンソン病友のＳ
�//

�右戸谷番

��ニ鄙脊椎症児を守る１
�ゞZ

�佑鵬虫歯

��てんかん協会
�ﾀj

�太太爵薯

��遭腎協
�n

�日置晴子

��肝炎友の会
�Z/

�市

�時由紀子

�小馬会
�//

�橋本秀子

��筋無力症
�//

�細川弥生

��多発性硬化症
�1H

�来本三朗

��倣縦靭帯骨化症

-

�４針ー審

�今野悦央

��リウマチ友の会

�a

�田名銘量子

��小鳩会

�ー誉Ｓ晶

�咎軋聖

��逼腎誓
�/Z

�金井尊酋
��/y

�n

�栗山尚倫
��II

�/f

�沢田愛子

��筋無力症
�/Z

�徨襄鎧苓

��橋本病友の会
�//

�趨逢副将

��肝炎友の会
�//

�佐々大正
��f/

�n

�佐藤圭子

��謬厚男瓦の安
�II

�漆原借地

��パーキンソン桐友の!S

�n

�太谷箆善子
��//

�f/

�磯鰻トシ工

��二部脊椎症児を守る慢

�n

�侃々太挫嗇

��蚕児‘ー恨1じ戴
�f/

�林寞弓
��/y
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釧路も先日桜の開花とニュースが流れましたが､各部

会の皆様お元気ですか?

寒い寒いと云いながらも釧路も遅い春が来たのかなと息
いました｡

昨年は釧路耗病連も設立2 0周年を迎えました｡

又､平成1 2年度より医療費負担と皆さんも大変でしょ

うが頑張っていきましょう｡

今年も妊連の行事が色々とあります､各部会でもある
と患いますが皆さん今年も是非ご協力お願いします｡

今年も元気で頑張りましょう｡
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･U

4月から､次男の幼稚園バス停までの送り迎えが日秩と

なりました｡

風が吹こうと､雨が降ろうと､ほんの2-3分の散歩です

が　rあっふきのとうだ!｣ rあり･ ･ ･だ｣と､家にこもり

がちな私も､こどものお陰で季麻の変化を肌で感じること

が出来ます｡こどもを見送りひとり家に戻って飲むコーヒ
ーの美味しいこと･ ･ ･ ･そして､私の一日のスタートで

す｡
｡ ･ . ･ . ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ I ･ ･ ･ I ･ ･ ･ ･ ･ ･H

やっと釧路も春になり､外に出るのも気持ちよくなる

季節になりましたね｡

昨年性猛暑で半袖を着ることが多かったのですが､今年
はどうなのでしょう｡横幅と体重がまだ成長期の私は今

年も足を出せないのがつらいです｡
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ N

釧路にもようやく桜が到着.やっぱり桜はいい､魂が洗
われるような気持ちになります｡因みに私事ですが､今年
は高遠城地のコヒガンザタラ､松前城の桜を見てきました｡

さて来年はどこの桜を見に行こうかしら･ ･ ･ ･ ･

29号をお届けします｡ 28号でお約束した　r20周年

の軌跡｣については､ページの都合上､掲載できませんで

したので､ご了廉廉います｡今年度も広報部4名､読みや

すい､親しまれる『なんれんくしろ』を目指して､張り切
っております!

2 9号は8 70部の発行です｡
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･W
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-･･･ 7つのスEI-ガ> ････"･'='.'""'Hi

☆国と道は､原因の究明と治療法の確立を急いで下さい

☆すべての無病の治療を公費負担にして下さい日
☆介護手当の支給と通院交通費､付き添い費の補助を!

☆患者､陣事児者の教育の選択権を親と子に! !

☆医凍過誤､薬事を無くし被害者救済を! ≡
☆北海道の抱合的な発病対策の確立を一日も早く! I

☆広く道民と手を結び明るい社会福祉を実現させよう!
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難病ヨ垂
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